
大
雪
が
心
配
さ
れ
た
天
候
も

何
と
か
持
ち
越
し
、
例
会
が
開

催
さ
れ
た
。

出
席
者
（
敬
称
省
略
）
は
、

安
藤
心
・
山
本
広
・
小
川
義
雄
・

小
林
俊
夫
・
浦
山
か
ほ
・
荻
原

峻
宏
・
松
橋
秀
和
で
し
た
。

松
橋
秀
和
氏
談
：

前
回
の
例
会
で
、
郷
土
研
究

会
の
会
員
が
過
去
に
町
の
広
報

誌
に
連
載
し
て
い
た
「
む
か
し

む
か
史
」
シ
リ
ー
ズ
の
文
字
起

し
を
し
て
、
テ
ー
マ
ご
と
に
冊

子
状
に
す
る
作
業
を
行
っ
て
い

る
、
と
報
告
し
た
。

細
か
い
修
正
は
ま
だ
あ
る
が
、

以
下
の
作
品
を
あ
る
程
度
の
形

に
し
た
、
と
報
告
が
あ
り
成
果

品
がb

披
露
さ
れ
た
。

『
硫
黄
山
と
鉄
道
百
年
物
語
』

種
市
佐
改
著

『
道
路
と
永
山
在
兼
と
姉
妹

都
市
』

種
市
佐
改
著

『
阿
寒
国
立
公
園
小
史
』

小
林
俊
夫
著

『
て
し
か
が
文
学
散
歩
』

山
本
広
著

『
て
し
か
が
文
学
散
歩
』

山
本
広
著

『
て
し
か
が
歴
史
散
歩
』

山
本
広
著

『
て
し
か
が
開
拓
醫

長
谷

部
徳
美
』

山
本
広
著

『
主
畜
農
業
と
小
田
切
栄
三

郎
』

山
本
広
著

『
て
し
か
が
歴
史
写
真
館
ー

斎
藤
敬
子
編
』斎

藤
敬
子
著

『
て
し
か
が
歴
史
写
真
館
ー

松
橋
秀
和
編
』松

橋
秀
和
著

会
員
か
ら
：

会
員
分
を
冊
子
状
に
す
る
の

は
大
変
な
労
力
が
あ
る
の
で
、

P
D
F
デ
ー
タ
に
し
て
配
布
し

て
は
い
か
が
か
？
と
の
意
見
が

あ
っ
た
。
検
討
す
る
事
と
し
ま

す
。
ま
た
、
条
件
が
許
せ
ば
印

刷
し
て
販
売
し
て
会
の
活
動
費

に
充
て
て
は
、
と
の
意
見
も
あ
っ

た
。小

林
俊
夫
氏
談
：

先
日
（
一
月
一
三
日
）
、
弟

子
屈
だ
け
震
度
四
の
地
震
が
あ
っ

た
。
『
阿
寒
国
立
公
園
小
史
』

に
昭
和
一
三
年
の
屈
斜
路
湖
地

震
の
こ
と
を
記
述
し
て
あ
る
の

で
、
そ
の
コ
ピ
ー
を
持
っ
て
き

た
。
（
裏
面
に
３
ペ
ー
ジ
・
４

ペ
ー
ジ
掲
載
）

そ
の
ほ
か
に
こ
の
記
述
を
書

く
に
あ
た
っ
て
、
釧
路
市
図
書

館
か
ら
当
時
に
新
聞
記
事
を
複

写
し
て
い
た
の
で
こ
れ
も
見
て

い
た
だ
き
た
い
。
（
出
席
会
員

に
配
布
）

弟
子
屈
だ
け
の
単
発
地
震
は

八
六
年
前
の
出
来
事
で
あ
る
。

追
記
：

松
橋
氏
が
「
て
し
か
が
歴
史

写
真
館
」
に
掲
載
し
た
「
屈
斜

路
コ
タ
ン
の
言
い
伝
え
」
も
参

考
に
２
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ

る
の
で
、
参
考
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

以
後
、
例
会
は
今
回
も
地
震

の
話
題
か
ら
色
々
な
弟
子
屈
の

歴
史
に
関
す
る
雑
談
へ
展
開
し

て
い
っ
た
。

斎
藤
敬
子
さ
ん
が
急
用
で
欠

席
で
し
た
の
で
、
急
遽
松
橋
氏

が
以
前
公
民
館
講
座
で
紹
介
し

た
「
原
野
紀
行-

原
野
の
詩
人

更
科
源
藏
と
て
し
か
が
」
を
話

し
た
。

更
科
源
藏
が
執
筆
し
た
『
原

野
シ
リ
ー
ズ
』
に
は
、
明
治
・

大
正
時
代
の
弟
子
屈
が
克
明
に

描
写
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
著
作

は
、
弟
子
屈
の
歴
史
を
語
る
上

で
も
主
要
な
読
み
物
で
あ
る
し
、

氏
は
欠
か
せ
な
い
人
物
で
あ
る
。

今
回
は
、
氏
の
生
い
立
ち
か
ら

中
央
詩
壇
か
ら
詩
人
と
し
て
認

め
ら
れ
る
ま
で
を
解
説
し
た
。

続
き
は
ま
た
の
機
会
に
。
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寒さはこれから

第
６
回
月
例
会
の
様
子

会
員
の
動
き

勉

強

会



二
〇
二
四
（
令
和
六
）
年

二
月
二
八
日
（
水
）

午
後
七
時
か
ら
か
ら

ふ
る
さ
と
歴
史
館

（
摩
周
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

勉
強
会
は
、

斎
藤
敬
子
さ
ん
の

仮
題
「
松
浦
武
四
郎
ー

ク
ッ
シ
ャ
ロ
・
コ
タ
ン
滞
在
記
」

で
す
。

む
か
し
む
か
史(

218)

弟
子
屈
歴
史
写
真
館
ー
92

平
成
二
〇
年
一
二
月

屈
斜
路
コ
タ
ン
の

言
い
伝
え

屈
斜
路
コ
タ
ン
に
は
「(

屈
斜

路
湖
に
は)

昔
、
大
ア
メ
マ
ス
が

住
ん
で
い
て
、
湖
を
渡
る
舟
が

あ
る
と
波
を
起
こ
し
て
覆
し
て
、

人
々
を
困
ら
せ
て
い
た
。
あ
る

と
き
、
ア
イ
ヌ
の
英
雄
が
鉛(

も

り)

を
持
っ
て
退
治
に
来
て
、
近

く
の
山
に
く
く
り
つ
け
た
が
、

大
暴
れ
し
て
く
く
り
つ
け
た
山

が
抜
け
、
そ
の
下
敷
き
に
な
っ

た
。
そ
れ
が
中
島
に
な
り
、
と

き
ど
き
地
震
が
起
こ
る
の
も
、

山
の
下
に
な
っ
た
ア
メ
マ
ス
が

ま
だ
死
に
切
れ
ず
に
暴
れ
る
か

ら…

」
（
『
ア
イ
ヌ
伝
説
集
』

更
科
源
藏
編
「
屈
斜
路
湖
の
中

島
と
大
ア
メ
マ
ス
ー
弟
子
屈
町

屈
斜
路
・
弟
子
カ
ム
イ
マ
老
伝
」

か
ら
筆
者
が
要
約
し
た
）
と
い

う
、
ア
イ
ヌ
の
古
老
が
伝
え
る

伝
説
が
あ
り
ま
す
。

一
九
三
八(

昭
和
一
三)

年
五
月

二
九
日
、
屈
斜
路
湖
底
噴
火
大

地
震
が
起
き
、
亀
裂
や
山
崩
れ
、

陥
没
な
ど
の
地
殻
変
動
が
起
さ

ま
し
た
。
湖
底
か
ら
は
強
酸
性

の
水
が
湧
き
出
し
、
屈
斜
路
湖

の
水
が
酸
性
化
し
、
魚
が
絶
滅

に
近
い
状
態
に
な
っ
た
の
で
す
。

こ
の
地
震
の
こ
と
を
忘
れ
か

け
た
七
〇
年
後
の
二
〇
〇
八

（
平
成
二
〇
）
年
一
〇
月
、
北

海
道
大
学
大
学
院
理
学
研
究
院

と
北
海
道
立
地
質
研
究
所
が

「
屈
斜
路
活
断
層
」
と
い
わ
れ

る
断
層
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

地
層
の
年
代
や
ズ
レ
の
大
さ
さ

な
ど
を
詳
し
く
測
り
、
断
層
の

過
去
の
履
歴
や
地
層
と
断
層
の

関
係
を
研
究
す
る
そ
う
で
す
。

こ
の
地
域
の
「
大
ア
メ
マ
ス
」

の
言
い
伝
え
が
語
り
継
が
れ
た

こ
と
は
、
人
々
の
記
憶
に
残
る

年
月
の
う
ち
に
繰
り
返
し
地
震

が
起
き
て
い
た
こ
と
が
想
像
で

き
ま
す
。

（
松
橋
秀
和

述
）
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次
回
の
例
会

例
会
で
話
題
に
な
っ
た

「
屈
斜
路
湖
」
地
震
の

参
考
資
料
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